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グランプリ
高校生以上の部

機械いじりが好きな会社員です。学生時代はよく絵を描いており、この度久しぶりにペンを取りました。

自己紹介

応募のきっかけ
知人の紹介で。

作品の解説
明石市を含む阪神地域特有の、山と海が近い環境が保全活用され、
都市部でありながら自然が豊かで良質な食資源に恵まれた、活き活きとした未来を想像して描きました。

思い・受賞コメント
今回の受賞、大変うれしく思います。関係者の皆様をはじめ、すべての方々にお礼を申し上げます。
居所の魅力や絵の楽しさを再認識できたコンテストでした。より表現の幅を広げられるよう、今後も絵を描いていきたい
と思います。

●作者について

●作品について

中村先生

里中先生

絵のレベルが高く隅々まで
気持ちがこもっていて見応えがある。

吉村先生

全体的に高レベルで抜群の一枚。
隅々までずっと見ていられます。

この街に住みたいなあ。

審査員コメント

作品タイトル

小梅丸
作　者

ごはんが
おいしい街

イラスト
形　式

「街の鼓動は食にある」という確信が伝わる、
温かくも力強い描写に魅了されました。人々の
幸せな体温まで感じるような表現力で、食が
紡ぐ街の豊かさを見事に描き出しています。
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